
死
線
を
越
え
て
　 

島
根
県
　
右
田
武
　 

終

戦

中
支
の
最
前
線
、
宜
昌
、
荊
門
附
近
に
あ
っ
た
我
が
茅
三
十
九

師
団
は
、
酷
暑
と
闘
い
な
が
ら
三
百
里
の
行
軍
、
さ
ら
に
汽
車
輸

送
を
経
て
、
目
的
地
満
州
四
平
街
に
着
い
た
の
は
昭
和
二
十
年
七

月
二
十
三
日
だ
っ
た
。
王
道
落
土
と
ま
で
う
た
わ
れ
た
満
州
だ
け

に
、
戦
争
は
酷
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
町
の
様
子
は
実
に
平
和
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
。
四
平
街
に
着
い
た
も
の
の
、
我
々
の
入
る
兵

舎
は
た
く
、
町
の
中
央
に
あ
る
公
園
に
天
幕
を
張
っ
て
の
露
営
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

数
日
を
経
て
、
ソ
連
と
の
国
交
状
況
悪
化
し
、
北
満
方
面
に
ソ

連
機
が
頻
繁
に
横
行
し
、
ソ
連
軍
の
進
攻
を
予
期
し
て
、
関
東

軍
、
日
本
人
市
民
の
行
動
は
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
化
し
た
。

八
月
九
日
、
ラ
ジ
オ
は
対
ソ
開
戦
を
報
じ
、
新
京
停
車
場
付
近

は
い
ち
早
く
爆
撃
さ
れ
た
。
東
西
北
よ
り
の
ソ
連
軍
の
侵
入
の
た

め
、
前
線
に
あ
っ
た
邦
人
は
全
部
南
満
州
に
引
き
上
げ
の
命
令
が

下
り
、
南
下
す
る
列
車
は
、
引
き
上
げ
の
邦
人
を
満
載
し
、
駅
頭

は
騒
然
た
る
状
況
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
我
々
は
四
平
街
西
方
鄭
家
屯
方
面
よ
り
進
撃
し
て
来

る
ソ
連
軍
防
御
の
た
め
、
八
面
城
に
前
進
し
た
。
中
隊
は
八
面
城

に
あ
り
、
我
々
小
隊
は
さ
ら
に
三
口
江
に
前
進
し
、
鉄
橋
を
爆
破

し
、
こ
の
線
で
敵
を
阻
止
す
る
任
務
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
交

戦
せ
ず
し
て
八
月
十
四
日
夕
刻
連
隊
本
部
よ
り
、「
停
戦
の
御
詔

勅
が
下
っ
た
。
部
隊
は
直
ち
に
四
平
街
北
方
楊
木
林
台
上
に
引
き

上
げ
よ
」
と
の
報
に
接
し
た
。
我
々
は
お
互
い
に
顔
を
見
合
わ

せ
、
何
か
デ
マ
で
は
な
い
か
と
耳
を
疑
い
な
が
ら
楊
木
林
台
上
に

帰
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
真
実
で
あ
り
、
敗
戦
を
ま
と
も
に
感
じ

た
我
々
は
、
こ
み
あ
げ
て
く
る
涙
を
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
軍
旗
は
焼
き
、
兵
器
は
全
部
ソ
連
軍
に
引
き
揚
げ

ら
れ
、
我
々
は
完
全
に
ソ
連
軍
の
監
視
の
も
と
に
行
動
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
捕

虜

九
月
十
三
日
、
我
々
は
山
田
正
吉
大
佐
を
長
と
す
る
五
百
十
二

作
業
大
隊
と
し
て
編
成
さ
れ
、「
二
か
月
の
予
定
を
も
っ
て
鉄
道



修
理
に
従
事
し
、
内
地
に
帰
還
す
」
と
の
命
令
の
も
と
に
行
動
を

開
始
し
た
。
黒
河
で
黒
竜
江
を
渡
河
し
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
エ
ン
ス

ク
で
ソ
連
領
入
り
、
一
路
西
へ
西
へ
と
進
行
し
た
。
出
発
し
て
半

月
余
り
十
月
三
日
、
チ
タ
市
西
方
三
百
キ
ロ
、
ジ
ッ
プ
ヘ
ー
ゲ
ン

の
駅
で
お
ろ
さ
れ
た
。
駅
に
は
伐
採
さ
れ
た
大
き
な
材
木
が
山
積

み
さ
れ
て
い
た
。
我
々
は
そ
こ
よ
り
ソ
連
軍
に
引
率
さ
れ
、
六
キ

ロ
山
の
中
に
あ
る
■
で
張
り
巡
ら
さ
れ
た
収
容
所
に
入
れ
ら
れ

た
。
収
容
所
と
い
っ
て
も
家
は
な
く
、
牛
馬
の
ご
と
く
大
き
な
■

の
中
で
、
自
分
た
ち
の
携
行
し
た
天
幕
を
張
っ
て
の
露
営
で
あ

る
。
二
日
余
り
食
事
も
で
き
ず
、
ペ
コ
ペ
コ
の
腹
を
か
か
え
て
目

的
地
に
着
き
、
よ
う
や
く
食
に
あ
り
つ
い
た
。
十
月
初
め
と
い
う

の
に
夜
の
寒
さ
は
格
別
で
あ
る
。

防
寒
被
服
に
く
る
ま
っ
て
一
夜
を
明
か
す
。

伐

採

内
地
帰
還
の
夢
も
消
え
去
り
、
ソ
連
軍
の
計
画
に
よ
っ
て
、
厳

重
な
監
視
の
も
と
に
重
作
業
が
課
せ
ら
れ
た
。
我
々
は
こ
の
地
に

お
い
て
木
材
の
伐
採
を
す
る
た
め
に
送
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

千
五
百
人
の
う
ち
半
数
は
、
我
々
は
住
宅
建
設
に
、
他
は
伐
採
作

業
に
当
て
ら
れ
た
。
今
ま
で
見
た
こ
と
も
た
い
ピ
ラ
ー（
鋸
）

、
タ

ポ
ー
ル
（
斧
）
が
渡
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
度
も
斧
を
入
れ
た
こ
と

が
な
い
で
あ
ろ
う
大
森
林
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
。

樹
木
は
主
と
し
て
赤
松
、
落
葉
松
、
白
樺
で
、
こ
の
大
木
を
伐

採
し
て
駅
ま
で
出
す
の
が
我
々
の
任
務
で
あ
る
。
元
来
こ
の
伐
採

作
業
は
、
ソ
連
内
に
お
い
て
も
最
も
苛
重
な
労
働
と
し
て
い
わ

れ
、
主
と
し
て
囚
人
や
定
期
的
な
労
働
大
隊
が
当
て
ら
れ
た
仕
事

で
あ
る
。
作
業
は
す
べ
て
ソ
連
ど
お
り
の
ノ
ル
マ
（
作
業
基
準
定

量
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
ノ
ル
マ
一
日
六
立
方
メ
ー
ト
ル
、
二

人
一
組
で
十
二
立
方
メ
ー
ト
ル
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
用
材

は
一
人
七
・
五
五
立
方
メ
ー
ト
ル
、
朝
未
明
に
起
き
て
夜
暮
れ
る

ま
で
働
い
て
も
な
れ
な
い
我
々
に
は
な
か
な
か
ノ
ル
マ
を
果
た
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

十
一
月
と
な
り
、
シ
ベ
リ
ア
は
最
早
雪
の
原
で
あ
る
。
零
下
二

十
度
と
な
り
、
三
十
度
と
な
り
、
防
寒
被
服
を
つ
け
て
も
手
足
が

凍
え
、
斧
さ
え
握
り
締
め
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
。
吹
く
息
も
白

く
凍
り
、
鼻
髪
に
つ
ら
ら
が
下
が
り
、
小
便
ま
で
凍
っ
て
き
た
。

し
か
し
い
く
ら
寒
く
て
も
作
業
の
休
み
は
な
か
っ
た
。

殺
人
的
な
寒
さ
と
、
我
々
を
襲
っ
た
最
大
の
悩
み
は
、
殺
人
的

な
食
糧
不
足
で
あ
っ
た
。
コ
ー
リ
ャ
ン
や
粟
の
雑
炊
や
、
三
百
グ



ラ
ム
の
黒
パ
ン
の
小
切
れ
で
、
空
腹
と
寒
さ
で
満
州
で
肥
え
て
い

た
身
体
も
一
日
一
日
や
せ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
栄
養
失
調
に
か

か
っ
た
。
肺
病
患
者
が
激
増
し
骨
と
皮
と
な
り
、
加
え
て
シ
ラ
ミ

が
多
発
し
て
精
神
的
な
負
担
と
重
な
り
、
枯
れ
木
の
ご
と
く
多
く

の
戦
友
が
倒
れ
て
い
っ
た
。

戦
友
の
死

十
二
月
、
一
月
と
な
り
、
シ
ベ
リ
ア
の
寒
さ
は
極
度
に
増
し
て

き
た
。
零
下
四
十
度
、
五
十
度
と
下
が
り
、
防
寒
被
服
を
つ
け
て

も
し
び
れ
で
身
体
の
自
由
さ
れ
失
う
寒
さ
で
あ
る
。
酷
寒
と
飢
餓

で
戦
友
が
バ
タ
バ
タ
倒
れ
て
い
っ
た
。
作
業
場
で
凍
死
す
る
者
、

伐
採
の
木
の
下
敷
き
と
な
る
者
、
ま
た
栄
養
失
調
で
倒
れ
る
者
、

一
日
に
五
人
六
人
、
多
い
日
に
は
十
人
も
死
ん
で
い
っ
た
。

夜
遅
く
作
業
か
ら
帰
り
、
一
緒
に
食
事
を
と
っ
て
い
る
と
、
そ

ば
に
い
た
戦
友
が
ぐ
っ
た
り
倒
れ
た
。「
ど
う
し
た
か
」
と
起
こ

し
て
み
る
と
、
呼
吸
も
な
く
死
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
緒
に

寝
て
い
た
戦
友
が
起
床
に
な
っ
て
も
起
き
な
い
。
起
こ
し
て
み
る

と
死
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
死
亡
者
は
全
部
ソ
連

の
命
令
で
毎
日
車
力
に
乗
せ
て
積
み
重
ね
、
山
に
引
い
て
火
葬
に

し
埋
葬
し
た
。
翌
年
四
月
ま
で
我
が
収
容
所
で
三
百
六
十
五
人
の

戦
友
が
こ
の
地
で
憤
死
し
た
の
で
あ
る
。

戦
争
も
終
末
を
告
げ
、
内
地
帰
還
を
夢
見
、
父
母
、
兄
弟
、
妻

子
の
安
否
を
気
遣
っ
て
、
日
ご
と
に
郷
里
の
話
に
花
を
咲
か
し
て

い
た
。
し
か
し
彼
ら
が
つ
い
に
内
地
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き

ず
、
永
遠
に
シ
ベ
リ
ア
の
土
と
化
し
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
や
る

せ
な
い
怒
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
亡
き
戦
友
の
冥
福
を
心
か
ら

祈
る
次
第
で
あ
る
。

民
主
運
動

酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
も
五
月
に
な
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
っ

て
、
氷
も
解
け
始
め
た
。
一
メ
ー
ト
ル
以
上
も
凍
っ
て
い
た
川
も

流
水
と
化
し
、
野
辺
の
草
木
も
芽
立
ち
、
よ
う
や
く
春
ら
し
い
気

候
と
た
っ
て
き
た
。
氷
の
下
に
押
さ
え
ら
れ
た
草
木
の
芽
立
ち
と

と
も
に
、
疲
労
し
き
っ
た
我
々
も
心
身
と
も
に
よ
う
や
く
生
気
を

取
り
戻
し
て
き
た
。

ソ
連
側
は
冬
中
、
あ
ま
り
に
も
犠
牲
者
の
続
出
と
栄
養
失
調
患

者
の
多
発
で
捨
て
お
く
こ
と
が
で
き
ず
、
栄
養
失
調
患
者
を
一
か

所
の
兵
舎
に
収
容
し
、
軽
作
業
に
当
て
養
生
さ
せ
て
く
れ
た
。
と

同
時
に
彼
ら
の
真
の
目
的
で
あ
る
、
共
産
主
義
の
思
想
教
育
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。



ま
ず
ソ
連
側
は
、
捕
虜
の
中
か
ら
三
人
の
指
導
者
を
選
び
、
友

の
会
な
る
も
の
を
組
織
さ
せ
た
。
そ
し
て
友
の
会
は
軍
隊
制
の
打

破
と
共
産
主
義
の
指
導
宣
伝
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ

よ
り
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
発
行
さ
れ
た
日
本
新
聞
が
送
ら
れ
て
き

た
。
隔
日
に
発
行
さ
れ
、
四
ペ
ー
ジ
の
新
聞
で
あ
る
。
内
容
は
世

界
の
共
産
勢
力
の
状
況
の
宣
伝
、
日
本
の
現
状
を
攻
撃
、
ソ
連
の

建
設
的
発
展
を
褒
め
た
た
え
、
民
主
運
動
の
進
め
方
等
、
繰
り
返

し
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
友
の
会
は
こ
れ
を
教
材
と
し
て
、
我
々
を

指
導
宣
伝
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
側
は
我
々
の
思
想
教
育
者

と
し
て
、
シ
コ
ン
ジ
ン
政
治
部
長
、
コ
シ
タ
ー
ノ
フ
政
治
部
員
、

コ
シ
チ
ン
日
本
語
通
訳
が
当
て
ら
れ
、
日
夜
共
産
主
義
思
想
の
教

育
に
努
め
て
い
た
。
翌
年
冬
よ
り
種
々
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ソ
連

共
産
党
史
等
が
配
布
さ
れ
、
夜
間
教
室
等
も
あ
り
、
運
動
は
次
第

に
活
気
を
呈
し
て
き
た
。
友
の
会
は
民
主
グ
ル
ー
プ
と
改
名
し
、

会
員
も
百
余
人
と
な
り
、
翌
年
春
よ
り
楽
劇
団
等
も
組
織
さ
れ
、

本
格
的
な
ア
ジ
プ
ロ
が
開
始
さ
れ
た
。

民
主
グ
ル
ー
プ
は
さ
ら
に
民
主
同
盟
と
改
名
さ
れ
、
二
十
二
年

春
よ
り
チ
タ
地
区
に
お
い
て
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
各
収
容
所
よ

り
数
名
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
二
十
三
年
春
帰
還
態
勢
の
確
立
の
た

め
、
民
主
同
盟
は
反
フ
ァ
シ
ス
ト
委
員
会
と
改
称
し
、
委
員
七
人

選
挙
に
よ
っ
て
選
抜
さ
れ
、
大
隊
の
運
営
、
作
業
、
思
想
教
育
等

一
切
の
権
力
を
持
た
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
態
勢
は
帰
還
ま
で
続

き
、
思
想
的
運
動
は
日
々
度
を
加
え
、
ナ
ホ
ト
カ
湾
上
ま
で
続
い

た
。

帰

国

酷
寒
、
過
重
労
働
、
飢
餓
、
思
想
教
育
、
二
度
と
思
い
出
し
た

く
な
い
悪
夢
の
三
年
も
過
ぎ
、
つ
い
に
夢
見
た
帰
国
の
日
が
来

た
。
我
々
は
出
張
伐
採
で
山
に
い
た
と
き
、
帰
宅
の
命
を
聞
き
、

子
供
の
よ
う
に
喜
ん
で
宿
舎
に
帰
っ
た
。
器
材
返
納
帰
国
準
備
へ

と
忙
し
い
一
週
間
も
過
ぎ
、
二
十
三
年
十
月
二
日
、
我
々
五
一
二

大
隊
は
、
一
応
ツ
リ
ッ
タ
ッ
チ
セ
ズ
モ
ー
イ
に
あ
る
五
二
〇
大
隊

の
位
置
に
集
結
し
、
帰
還
編
成
を
終
え
、
十
月
五
日
夕
刻
同
地
を

帰
還
列
車
で
出
発
し
た
。
列
車
は
貨
車
で
中
を
二
段
に
仕
切
っ
て

あ
っ
て
、
真
ん
中
に
暖
炉
が
設
置
し
て
あ
っ
た
。
車
上
一
週
間
で

ナ
ホ
ト
カ
収
容
所
に
到
着
し
、
四
個
分
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
還
手

続
き
を
す
ま
し
、
十
月
十
九
日
収
容
所
を
出
発
、
四
キ
ロ
余
り
あ

る
港
ま
で
徒
歩
で
出
た
。
山
越
し
に
あ
る
港
、
そ
こ
は
十
年
ぶ
り

に
見
る
懐
か
し
い
日
本
海
で
あ
る
。
港
に
は
既
に
輸
送
船
信
濃
丸



が
停
泊
し
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
船
で
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
感
涙
に
む
せ
び
な
が
ら
乗
船
を
待
っ
た
。

米
軍
、
ソ
軍
の
引
き
継
ぎ
を
終
え
て
い
よ
い
よ
乗
船
で
あ
る
。

一
歩
一
歩
桟
橋
を
登
る
う
れ
し
さ
、
一
生
忘
れ
得
ぬ
感
激
の
思
い

出
で
あ
る
。
十
月
二
十
一
日
夕
刻
、
信
濃
丸
は
懐
か
し
い
舞
鶴
港

に
着
い
た
。
青
々
と
し
た
日
本
の
山
々
、
畑
、
田
、
敗
戦
と
い
え

ど
も
代
わ
ら
ぬ
祖
国
、
十
年
ぶ
り
に
見
る
日
本
の
姿
で
あ
る
。
復

員
局
の
方
々
の
出
迎
え
で
、
小
舟
で
桟
橋
に
上
陸
し
た
。「
お
帰

り
な
さ
い
。
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
出
迎
え
の
人
々
の
声
の
中

に
、
我
々
は
舞
鶴
援
護
局
の
平
収
容
寮
に
入
っ
た
。
消
毒
、
入

浴
、
新
し
い
被
服
の
支
給
を
受
け
、
久
し
ぶ
り
に
畳
の
上
で
横
に

な
っ
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー
が
報
じ
る
、
再
会
の
歌
、
う
れ
し
さ
と
喜

び
で
一
夜
を
過
ご
し
、
す
べ
て
の
引
き
揚
げ
業
務
を
終
え
て
、
十

月
二
十
四
日
特
別
列
車
で
郷
里
に
向
か
っ
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
抑
留　 栃
木
県
　
林
英
治
　 

奉
天
で
敗
戦
の
日
を
迎
え
、
ソ
連
軍
の
軍
門
に
降
り
、
北
陵
に

集
結
さ
せ
ら
れ
た
私
た
ち
は
、
貨
車
で
粗
食
に
耐
え
、
二
か
月
余

り
も
費
や
し
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
に
ト
ル
キ
ス
タ
ン
州
ハ
ン
タ

ギ
ー
村
着
。
廃
墟
の
よ
う
な
鉛
鉱
山
の
地
で
収
容
所
生
活
が
始

ま
っ
た
。

三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
敷
地
に
バ
ラ
ッ
ク
の
■
組
み
が

な
さ
れ
、
四
隅
に
歩
■
が
交
替
で
見
張
る
望
楼
が
あ
り
、
作
業
に

行
く
と
き
は
五
列
縦
隊
の
前
後
に
歩
■
つ
き
で
往
復
監
視
さ
れ

る
。
ま
さ
に
虜
囚
の
身
の
悲
し
さ
を
思
う
に
つ
け
、
ぞ
っ
と
す
る

心
境
で
す
。
十
一
月
と
い
う
こ
と
で
、
見
渡
す
山
に
緑
は
な
く
、

岩
石
の
山
肌
を
見
る
と
寒
さ
の
厳
し
さ
が
、
一
段
と
身
を
刺
し

た
。鉛
鉱
山
の
作
業
生
活
が
始
ま
り
、
か
つ
て
の
戦
時
体
制
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
三
交
替
労
働
に
つ
い
た
が
、
食
糧
が
少
な
く
、
し
か




